
 1 

 

地方都市の路線バス再編に合わせた広報戦略 
－山口県宇部市の幹線バスブランディング検討

事例－ 
 
 
 

鈴木 春菜 1・藤原 昇汰 2・内海 健 3・國弘 もも 3 
 

1正会員 山口大学准教授 大学院創成科学研究科（〒755-8611 山口県宇部市常盤台 2-16-1） 
E-mail: suzuki-h@yamaguchi-u.ac.jp 

2学生会員 山口大学大学院創成科学研究科 
3非会員 山口大学工学部社会建設工学科 

 

運転手不足や移動困難者の増加を背景として、効率的な公共交通体系の構築が急務であり、交通網形成

計画や再編実施計画が策定され、各種の事業が取り組まれている。山口県宇部市では、2017 年 3 月に再編

実施計画が策定され、翌年度から路線の再編が実施されている。路線再編によって、路線網がハブ化され、

主要幹線・幹線・支線と路線の位置づけが明確になった。主要幹線については、便数の増加・パターンダ

イヤ化などの利便性向上のほか、鉄道や主要幹線から他の路線への乗り換え場所となる結節点の整備が行

われている。しかしながら、利用者の増加につながっているとはいいがたい。 
本研究ではまず、アンケート調査を実施し各種施策の認知度を把握した。宇部市民 200 人を対象として

実施した調査では、施策実施から１年経過した時点で主要幹線について全く知らない人が 53％、主要幹線

の利便性向上の取り組みについても、何も知らない人が 70％以上であった。利便性向上の認知度が低けれ

ば、利用増加にはつながらない。認知度の向上が必要であるものの、市報や HP、地元紙での広報は既に

行われており、新たな層に働きかける積極的なアプローチが必要だと考えられた。そこで、宇部市の主要

幹線のブランディングについて WS を行って検討した。その過程について報告する。 
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1. はじめに 
 
モータリゼーションの進展と人口減少・少子高齢化の

進行により、様々な都市・交通問題が生じている。地方

部では、公共交通機関の利用減少が著しいほか、近年で

はバス・タクシーなどの運転手の不足が顕在化し、鉄

道・バス路線の廃止やタクシーを中心とした事業者の廃

業などによって、公共交通ネットワークのサービス水準

の低下が懸念されている。このような公共交通サービス

の衰退は、交通の利便性を悪化させ、自家用車を利用で

きない人の外出機会を低減させることとなり、地域住民

の交流機会の減少やサービス産業の撤退といった地域の

活力低下にも影響を及ぼすと考えられる。 
このような地方都市では、居住地や都市機能を集積し

地域住民の生活利便性やサービス産業の生産性を維持・

向上させることによって地域活力の維持・向上を図るこ

とが求められている。そのための有効な手段として、公

共交通ネットワークの形成が挙げられており、各都市で

都市計画と連携した「地域公共交通網形成計画」や「地

域公共交通再編実施計画」が策定され、様々な取り組み

が行われている。これまで、事業者の調整役であった地

方自治体が、公共交通のネットワーク形成おいて主体的

な役割が求められることとなり、各地域で試行錯誤が続

けられている。 
しかしながら、公共交通ネットワークが構築されつつ

ありながら、利用者が伸び悩んだり減少傾向が続く地域

も少なくないと考えられる。その一因として、認知不足

や公共交通のイメージが挙げられる。公共交通ネットワ

ークを改善する施策についてそもそも認知されていない

場合は、施策の実施が利用者の増加・利便性向上につな

がらないと考えられる。また、人口密度の高い都市部で

は公共交通の方が自家用車よりも速達性が高いことも少

なくない一方、地方部では公共交通が自家用車よりも移

動時間の観点から利便性が高いことは稀である。このた

め地方都市で公共交通の利便性向上施策を実施した際、

速達性の向上のみを PR するような広報を行っても、潜

在的な利用者は魅力を感じづらいのではないかと考えら

れる。 
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とりわけ、「身近な公共交通のイメージの形成」につ

いては、これまでほとんど取り組まれてこなかった。自

動車やバイクや新幹線などはCM等でイメージ形成が図

られているが、路線バスは「そこにあるのが当たり前」

であり、また同一路線で競合する事業者が存在すことが

少ないなどの条件が、これまでイメージの形成や情報の

発信があまりうまくなされてこなかった一因であろう。

情緒的な印象は、利便性と比較して交通行動の選択によ

り強い影響を及ぼす可能性も国内外で示唆されており 1)、

今後地域公共交通の利用を促進し持続的な交通ネットワ

ークを形成していくためには、地域の公共交通のイメー

ジ形成や効果的な情報発信が肝要となってくるものと考

えられる。 
このように、地方都市では速達性以外の利便性や、利

便性以外の観点から公共交通の必要性や魅力を伝える広

報戦略が必要であると考えられる。 
以上の背景から、本研究では地方都市において公共交

通ネットワークを改善する施策を対象として、利用者や

市民の施策の認知や公共交通のイメージの程度を把握す

るとともに、それらを改善するような広報戦略を検討し、

今後同様の都市や地域で公共交通の改善施策を効果的に

行うための知見を得ることを目的とする。 
 
 

2. 対象地域の概要 
 
本研究では、山口県宇部市の路線バス再編を対象とし

て検討を行う。宇部市では、メリハリのある公共交通ネ

ットワークを構築し都市計画と連携することで、持続可

能で住みやすいまちづくりを目指し、2016年に「宇部市

地域公共交通網形成計画」、2017年に「宇部市地域公共

交通再編実施計画」が策定された。その後、計画に沿っ

た再編が実施された。これらの計画では、公共交通の利

用実態と目指す都市構造をふまえ、市内のバス路線を主

要幹線・幹線・支線・地域内交通に分類している。この

うち、主要幹線は宇部市内や市外の拠点どうしを結ぶ 5
つの路線で、高頻度で利便性の高い移動サービスを提供

する路線として位置付けられており、これまでにもダイ

ヤの改善や結節点の整備などが取り組まれている。 
しかしながら、公共交通の利用者数は依然として伸び

悩んでおり、新規利用者の増加につながっているとは言

い難い状況である。その理由の一つとして考えられるの

が、利用者の認知不足である。ダイヤの利便性を高め、

乗換抵抗を低くしてもそれを知らなかったり、良いもの

と認識していなかったりすると、利用にはつながらない。 
本研究では、宇部市で利便性の向上が図られている主

要幹線について、市民の認知度を把握するとともに、市

民にわかりやすくそのメリットを伝え、親しみを涵養す

るような「ブランディング」が必要であると考え、その

内容と方法について検討することとした。 
 
 
3. 方法 
 
まず、地域公共交通をブランディングすることの有用

性を検討するため、アンケート調査を実施して主要幹線

や利便性向上の取り組みについての現在の認知度等を調

査した。 
ブランディングの内容・方法の検討には、市民の意見

を取り入れるため、ワークショップを実施した。その結

果をもとに、宇部市主要幹線のブランディングの内容や

活用方法について検討を行った。 
 

(1) アンケート調査の概要 

2020年 3月にWEB調査を用いて実施した。WEB調査

の傾向として、質問紙調査では多くなりがちな高齢者の

回答者が少なくなる傾向がある。本研究では、潜在的な

公共交通利用の喚起を目的としているため、高齢者とい

うよりは若年・中年の認知度を測定できる WEB 調査が

適していると考えた。回答者は、宇部市在住の 200名と

した。初めに、スクリーニング調査で宇部市に居住して

いるかどうかと個人属性（年齢、性別、婚姻の有無、子

供の有無）を尋ねた。宇部市に居住していると回答した

回答者のみ本調査の対象とした。本調査では、宇部市の

居住年数、普段の外出で最も多く利用する交通手段、公

共交通の利用頻度と利用目的、公共交通機関の必要性認

知、宇部市の公共交通への愛着、地域への愛着、主要幹

線の認知度、宇部市のバスのイメージを尋ねた。 
  

(2) ワークショップ（WS）の概要 

主要幹線のブランディングの検討に市民の意見を取り

入れるため、2 回のワークショップ（以下、WS）を実

施した。いずれも、宇部市の主催であり筆者らに加え、

デザイン会社のメンバーがスタッフとして参加した。 
 第 1回 WSはこれからの公共交通に求められるイメー

ジを検討するため、学生を中心とした構成とし、中学生

～大学生19名の参加者によって実施した。第2回WSは、

第 1回 WSで得られた意見をもとに、より具体的なデザ

イン案を討議するため、第 1回の参加者に加えてバス事

業者やバス利用者などにも参加を依頼し合計 16 名の参

加者で実施した。 
各 WS では、参加者を 4～5 名のグループに分け、ス

タッフからファシリテーターを 1名加えてグループワー

クを行った。グループワークの際には、「えんたくん」

を用いた。これは、直径約 1m の段ボールに同サイズの

模造紙を乗せたもので、椅子を円形に配置し、参加者の
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膝にボードを乗せて使用する。思い思いに意見やアイデ

ィアを書くことができるだけでなく、全ての参加者と模

造紙の距離が等しいためグループワークへの参加を促し、

一体感を高めることができると期待される。 
 
 

4. アンケート調査の結果 
 
(1) 個人属性 

 回答者の性別は、男性 118 名、女性 82 名（男性率

59.0％）だった。年齢の平均は 48.9 歳、既婚者（離別・

死別を含む）は 134 人（67.0％）だった。宇部市での居

住年数を表1に示す。約6割の回答者が20年以上であっ

た。 
 
(2) 公共交通利用の状況 

 回答者が普段の外出で最もよく利用する交通手段を図

1、公共交通の利用頻度を図 2 に示す。回答者の約 80％
が自分で運転するクルマが最もよく利用する移動手段で

あると回答し、75％が普段公共交通を利用していないと

回答した。また、公共交通機関利用者の利用目的につい

ては、レジャーが半数近く、通勤通学は利用者の 4分の

1程度であった。 
 
(3) 路線再編・施策の認知度 

路線バスの再編等、宇部市の交通施策の認知度につい

て尋ねた。これまでの宇部市の公共交通施策と比較する

ため、再編施策に加えて、2017 年と 2019 年に取り組ま

れたJR宇部線駅舎アートの認知度を尋ねた。結果を図3

に示す。両方とも知っていると回答した回答者は 14％
であり、全く認知していない回答者は 58％であった。

次に、路線再編によって位置付けられた各路線バスの役

割や主要幹線の認知度について図 4に、再編と同時期、

あるいは再編後に実施された主要幹線の利便性向上の取

り組みの認知度を図 5に示す。路線の再編については、

駅舎アートと同様、約 6割の回答者が全く認知していな

かった。また、利便性向上の取り組みについては、7 割

以上が何も認知していなかった。宇部市の路線再編や再

編に伴う各種整備について過半数の市民に認知されてお

らず、より幅広い市民の目に触れ認知を促進するような

取り組みが必要であると考えられる。取り組みの中では、

結節点整備の認知度が比較的高い一方、便数の増加やパ

ターンダイヤなどソフト的な取り組みについては認知度

が低く、普段公共交通を利用している回答者でも認知度

が低かった。目につきやすい基盤整備と異なり、ダイヤ

の改善などの取り組みは特に積極的に周知していく必要

があると考えられる。 
 

(4) 地域と公共交通への意識 

  
公共交通の必要性、公共交通と地域への愛着について

の質問の回答を図 6に示す。公共交通の必要性について、

「そう思う」と「少しそう思う」を併せると 70％程度

となったが、愛着を感じている回答者は 30％強であっ

た。また、この 2項目については、公共交通を普段少し

でも利用している回答者の方が公共交通を普段利用して

いない回答者と比較して統計的有意に高かった。地域愛

着については、利用者・非利用者間で有意な差はなく、

約 6割の回答者が愛着を感じ、同程度の回答者が継続居

住の意思を示された。 
地域の主観的な元気度を問う設問に「そう思う」「少

しそう思う」と回答した回答者は約 2割であり、公共交

通非利用者のほうが統計的有意に多かった。公共交通を

利用している回答者の方が宇部市の活力に対してネガテ

ィブなイメージを持っていることを示す結果で、公共交

通の利用者と非利用者が異なる属性を有している可能性

があるものの、公共交通と公共交通を利用した生活につ

いて誇りや満足感を感じることができるような前向きな

イメージを形成していく必要があると考えられる。 
続いて、図 7に、宇部市のバスのイメージを尋ねた設

問の回答結果を示す。いずれのイメージ対も、「どちら

ともいえない」の回答が多い項目も多いが、「好き」

「清潔」なイメージを有する回答者は「嫌い」「不潔」

よりも多いものの、「カッコいい」「明るい」「楽しい」

は「カッコ悪い」「暗い」「つまらない」はよりも少な

く、とりわけ「ださい」「地味な」「田舎」というイメ

ージを回答者が有している傾向が示された。今後、ブラ

ンディングの活用を通じてこのようなイメージの転換が

図られることが期待される。なお、「主要幹線の認知度」

ごとに公共交通イメージの結果を比較したところ、路線

に役割があることを知っている回答者は「好き-嫌い」

「清潔な-不潔な」「楽しい-つまらない」「華やかな-地
味な」の項目を、路線の役割を知らない回答者と比較し

てポジティブに評価している傾向があった。この傾向は、

公共交通の利用者・非利用者ともで同じ傾向であった。

市や事業者の取り組みを周知するだけでも、公共交通の

イメージが改善される可能性があると考えられる。 
 

表 1 宇部市の居住年数の度数分布 

 度数 割合（%） 
2年未満 14 7.0 
2～5 年 21 10.5 
6～10 年 19 9.5 
11～20 年 29 14.5 
21年以上 117 58.5 
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図 1 普段最もよく利用する交通手段 

 
図 3 過去の利用促進施策(駅舎アート)の認知度 

 
 

 
 

 
図 4 路線策編施策の認知度 

 

 

 

 
   図 2 公共交通機関の利用頻度 

 

 
図 5 路線策編に伴う主要幹線利便性向上施策の認知度 

 

 
図 6 公共交通と地域への意識 

 

 
図 7 宇部市のバスのイメージ 

 
 

n=200 n=200 

n=200 

路線が役割によって主要幹線・幹線・支線に分

かれていることを知っているか？ 

n=200 

主要幹線に位置付けられている 5つの路線を知

っているか？ 

n=200 
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5. WSを活用したブランディングコンセプト検討 
 
本章では、宇部市の主要幹線バスのブランディングの

ためのコンセプト検討経緯を示す。 
 
(1) 第 1回 WSの実施 

第 1 回 WS（2019.12）では、グループ内での自己紹介

の後、講師からブランディングとは何か、公共交通にな

ぜブランディングが必要か、公共交通のブランディング

事例について簡単な説明を行った。その後、グループに

分かれて「宇部の好きなところ」「未来の宇部を移動し

よう」「ブランディングのアイディア」の 3つのワーク

に取り組んだ。 
将来的な宇部の移動について、グループワークの結果

最も多く示されたイメージは、「何かができる乗り物」

であった。このほか、車両の機能に関するイメージ

（「コンセント」「wi-fi」「自転車を乗せることができ

る」など）、車両の魅力に関するイメージ（「乗ること

自体が目的となる」「ふわふわしたバス」など）があっ

た。一方で、運行に関するイメージについては「夜遅く

まで運行」などが示されたものの、少数であった。「早

い」「高頻度」などのイメージは全く示されなかった。 
 また、ブランディングのアイディアを検討するグルー

プワークでは、「乗りやすい・気軽」「簡単・Easy」
「いつでもどこでも誰とでも」「気楽さ」といった気軽

に使えるイメージが最も多く提示された。次に多かった

のが、乗車時の気分や雰囲気を表すイメージであり、

「わくわく」「のんびり」「わいわい」「ゆったり」な

どが挙げられた。 
  
(2) ブランディングの方向性の検討 

第 1回 WSの結果を踏まえて、関係者間で議論を行い、

ブランディングの方向性について検討した。まず、第 1
回 WSの参加者が学生のみであったため、他の利用主体

を想定した主要幹線バスの利用イメージについてブレー

ンストーミングを行った。「ビジネスマン（通勤・業

務）」「高齢者」「子連れ」の各主体を想定し、以下の

イメージを抽出した。 
・IC カードを導入予定であり、その便利さを訴求する

イメージ。ビジネスマンのようなスマートで洗練された

イメージだけでなく、小さい子ども連れや高齢者なども

小銭を出すのが大変であり、皆に対する便利さにつなが

る。 
・通院など、バリアフリーを訴求するもの。 
・運行の定時性・信頼性を示すもの、遅れや時間が分か

る便利さ 
・交通結節点（乗継拠点）の利便性 
抽出されたイメージから、全体のコンセプトをとりまと

めた。 
全体のブランディングのコンセプト 
〇 使いやすく、気軽に使えるイメージ 
 第 1回 WSでは、速達性よりも気軽さや使いやすさを

求める意見が多く、使ってみると意外と便利であること

を伝える必要があると考えられた。 
また、検討の結果主要幹線バスだけでなく、結節点を

含めた移動全体をブランディングの対象とすることとし

た。第 1回 WSでは、将来の宇部の公共交通のイメージ

について「何かができる乗り物」というイメージが多く

出され、ブランディングアイディアでも関連する意見が

示された。「宇部市地域公共交通網形成計画」「再編実

施計画」で示される通り、宇部の公共交通のネットワー

ク化は結節点を経由して乗り換えを想定するものであり、

移動中の活動が 1つの車両で完結することは難しい。そ

こで、ブランディングの対象として結節点を含めた移動

全体と捉える必要があると考えた。  
 
(3) ブランディングデザインコンセプト案の検討 

以上のコンセプトを踏まえて、再度第 1回 WSと議論

で抽出されたイメージを俯瞰し、3 つのブランディング

デザインコンセプトの案を検討した。 
・ 宇部のバスのレトロさを活かしたデザイン 

 第 1回 WSで挙げられた「宇部らしさ」「親しみやす

さ」といったようなブランディングイメージを反映させ

たものであり、昔からの宇部のバスに使用されている配

色やレトロ感を伝えるデザインを利用したブランディン

グの案である。 
・ 未来的なデザイン 

 第 1回 WSでは、宇部市のイメージとしてエヴァンゲ

リオンや工場地帯の煙突・配管などの近未来的なイメー

ジが挙げられた。このようなイメージを反映させたもの

で、ブランディングのアイディアとして示された「ワク

ワク」感を伝えるデザインを利用したブランディングの

案である。 
 ・ 女性的・都会的なデザイン 
 第 1回 WSで市外居住者から示された、宇部市が都会

的であるということ、海辺・川辺の景色の良さやときわ

公園などの穏やかな風景のイメージを反映させたもので、

ブランディングのアイディアとして示された「きらきら」

「のんびり」感を伝えるデザインを利用したブランディ

ングの案である。 
以上の 3つの案をたたき台として、第 2回 WSで具体

的なブランディングアイディアについて意見を求めるこ

ととした。 
 
(4)  第 2回 WSの実施 

第 2回 WS（2020.2）は 3．で述べた通り、第 2回 WS
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は若者以外の視点を取り入れるため、交通事業者とバス

利用者にも参加を依頼して実施した。前回 WSの議論を

振り返って参加者で共有したあと、「宇部のバスのブラ

ンディングコンセプトを考える」「バス停について、具

体的な改善案を考える」の 2つのグループワークを行っ

た。 
 まず、(2)(3)で述べた全体のブランディングコンセプ

トと 3つのブランディングデザイン案を説明し、各アイ

ディアについて意見を求めた。参加者の議論を助けるた

め、配色やフォントなどの例を示した。グループワーク

の結果、2 つのグループで案 1 のレトロなデザインを支

持する意見が多数を占めた。また、3 つのグループで各

案の良さを融合するようにという意見が多く挙げられた。

特に、案 1と未来的なデザインである案 2を融合するこ

とで高齢者や住民にとってなじみがあり、かつ若者にも

訴求できるのではないかという意見が複数見られた。ま

た、分かりやすさ、カッコよさ、安心感を伝えるデザイ

ンが必要との意見が挙げられた他、例示で用いたカタカ

ナの「ウベバス」が多くの利用者にわかりやすいという

意見、幹線のブランディングなので幹線の路線をロゴと

して図示してはどうかとの意見が示された。 
  
(5)  ブランディングコンセプト・デザインの検討 

2 回の WS の結果を基に、関係者間で議論を行った。

その結果をもとに、宇部市の主要幹線のブランディング

について以下のコンセプトが示され、デザイナーによっ

てコンセプトに基づいたデザイン案が作成された。 
a)ブランディングのコンセプト 
 〇主要幹線が皆に使いやすく、誰でも気軽に使える路

線であることを伝える 
 〇主要幹線である特別感を伝える 
b) 愛称・ロゴ・カラーリング 
宇部市の主要幹線の愛称として「ウベバス」又は「う

べバス」が提案された。 
「うべ」は、自治体の名称としては簡潔で、「うべ」

「バス」と二音の単語を重ねることでリズムが良くなる。

また、「べ」と「ば」の濁音を重ねることで印象に残り

やすく、「宇部のバス」を表すだけでなく、固有名詞と

して認知してもらいやすいのではないかと考えられた。 
「ウベバス」を示すロゴとして、見やすいゴシック体を

基調とし 5 つの主要幹線を表す図が提案された（図 8）。 
ロゴの色彩については、方面別に乗降場所が分かれて

いる停留所で識別し易いよう、5色用いている。実際の 

 
図 8 ロゴと主要幹線停留所の掲示の案  

 

配色については、色彩バリアフリーに配慮して決定する

必要がある。 
c) コピー 
主要幹線を広報する際のキャッチコピーについて

検討を行った。広報の際は、「みんなに使いやすい」

というコンセプトを伝えることを想定し他コピーが

提案された。 
 

(6) ブランディングの展開に向けて 

現在、(5)で検討したデザイン案をもとに調整し、主

要停留所でのデザインの展開と主要幹線を周知する HP

の作成が行われている。各種の媒体を用いて、ロゴや愛

称等の認知度を高めることで、主要幹線のコンセプトを

市民・利用者で共有し公共交通のイメージ向上や需要の

誘発につながると期待される。 
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